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魚に寄生するミクロ生物
魚をよく見ると、体表面やエラに生物がついている

ことがあります。これらは魚から一方的に栄養分を

吸い取って生活する「寄生生物」です。

主に魚の体表面に寄生しています。

カイアシ類に分類されます。

魚の体表面や、エラ、口の中に

寄生しています。写真はまだ幼

い個体です。

タナイス類
モジモジと歩く。砂などで作っ

た管状の巣で生活する。

ドロクダムシ類
立派な触覚が特徴。泥で作っ

た管状の巣の中で暮らす。

ベリジャー幼生

二枚貝巻貝

メガロパ幼生

カニのゾエア幼生が成長した姿。

腹部にある肢で泳ぐ。

エビ類

カラヌス目

ハルパクチクス目

キクロプス目

ポエキロストム目

カイアシ類
オールのような形の脚で水中を泳ぎ回る。

植物プランクトンをかき集めて食べる種や

他の動物プランクトンを捕まえる種もいる。

ノープリウス幼生
多くの甲殻類の赤ちゃんの総称。将来あご

や触覚になる部分で水をかいて泳ぐ。

フジツボ類

植物プランクトン

ガラス質の殻をもつ。陸上植物

同様、光合成を行う。

キプリス幼生

ゾエア幼生

ネクトキータ幼生

クーマ類 ワレカラ類

貝類の幼生。繊毛とよばれる細かい毛を動

かして泳ぎ、植物プランクトン等を捕る。

動物プランクトン ベントス

カニ類

カニやエビの仲間の幼生の総称。分類ご

とに形も餌も様々。胸部にある肢で泳ぐ。

珪藻類 渦鞭毛藻類
鎧のような殻をもち、鞭のような毛

で泳ぐ。他の生物を食べる種もいる。

ゴカイ類の幼生。成長するにつれて

細長いゴカイの姿になる。

カイアシ類

フジツボのノープリウス幼生が成長し

た姿。餌は食べず、成長に適した付着

場所を探し回る。 日中は泥に潜っているが、

夜になると水中を泳ぎ回る。

海藻や岩にくっついて生活

するため、泳ぎは苦手。
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↑三番瀬の海水（150 倍）

　三番瀬の海は茶色く濁っているので「生物がいない」と思っ

ている方も多いかもしれません。しかし、その濁った水を観察

すると数え切れないくらいたくさんのミクロ生物で満たされて

いることに気付くはずです。

小さな生物が海を支える

　海の生物はどのように生活しているかで、３つのグループで

呼ばれています。海で観察できるミクロ生物は小型のプランク

トンかベントスです。魚やウミガメなど高い遊泳能力を持つも

のはネクトン（遊泳生物）と呼ばれます。

プランクトン（浮遊生物）

ベントス ( 底生生物）

遊泳能力が低く、水中を漂って生

活する生物です。小型生物のイメー

ジがありますが、クラゲなど大型

のプランクトンもいます。

砂や泥、岩などの表面やそ

の中で生活する生物です。

貝やカニがその代表で、幼

生期にはプランクトンで過

ごし、波に乗って広く移動

するものもいます。

　このミクロ生物たちは小魚

など海中の生物のエサになる

ことはもちろん、死んだり糞

になっても海底のゴカイやナ

マコなどのエサとなって生態

系を支えています。そんな大

きな役割を担う小さな生き物

を観察してみましょう。

海洋生物の生活 いろいろ


